
本文
①町の中には同じ場所でも時間によって使われ方が変わる空間があります。駅前の広場もその一つです。朝は通勤や通学の人が足早に通り昼に
は待ち合わせをする人や休憩する人が増えます。②広場にはベンチや屋根が置かれていることがあります。こうした設備はただ見た目を整える
ためだけのものではありません。立ち止まって休める場所があることで人は広場に少し長くとどまりやすくなります。③人がとどまるとそこに
は会話や交流が生まれることがあります。また近くの店を利用する人が増える場合もあります。つまり広場の設備は人の行動だけでなく周囲の
にぎわいにも関わっているのです。④ただし設備を増やせば必ずよい広場になるわけではありません。通路をせまくしたり利用する人の動きを
じゃましたりしては逆効果です。⑤大切なのはその場所をどのような人がいつどのように使うのかを考えて必要な設備を置くことです。町の空
間は見た目だけでなく使う人の行動を考えて整える必要があります。

問1 文脈理解
第②段落の「こうした設備」が指すものを答えなさい。
答え ベンチや屋根

補足：直前の文に具体的な設備として示されている。

問2 文脈理解
第④段落の「ただし」が示す前後の関係として最も適切なものを選びなさい。
ア 前の内容の具体例を示す イ 前の内容に条件や注意を加える ウ 前の内容を同じ言葉で繰り返す
答え イ

補足：第③段落までの利点に対して第④段落では注意点を示している。

問3 段落関係
第②段落と第③段落の関係として最も適切なものを選びなさい。
ア 第②段落と第③段落はまったく別の話題を扱っている イ 第②段落で結論を述べ第③段落で反対している ウ 第②段落で設備の働きを説明し
第③段落でその影響を広げて説明している
答え ウ

補足：設備が人をとどまらせることから交流や周囲のにぎわいへ説明が広がっている。

問4 段落関係
第④段落が必要な理由として最も適切なものを選びなさい。
ア 設備にはよい面だけでなく置き方への注意も必要だと示すため イ 駅前の広場をなくすべきだと主張するため ウ ベンチの材料を説明するた
め
答え ア

補足：第④段落は前までの説明に条件を加え主張をより正確にしている。

問5 筆者の説明
筆者が「設備を増やせば必ずよい広場になるわけではありません」と述べる理由を本文に即して答えなさい。
答え 設備が通路をせまくしたり人の動きをじゃましたりすることがあるから

補足：第④段落の具体的な理由を用いて答える。

問6 筆者の説明
設備を置くときに考える必要があることを第⑤段落から三つ答えなさい。
答え どのような人が使うか、いつ使うか、どのように使うか

補足：三要素がそろっていれば順序は問わない。

問7 全体理解
本文全体で筆者が最も伝えたいことを四十字以内で答えなさい。
答え 町の空間は見た目だけでなく使う人の行動を考えて整えることが大切だ。

補足：「使う人の行動を考える」と「空間を整える」の二点を含める。表現が異なっても同内容なら可。
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解答 発展
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